
  

2023年3月27日 

〈ホテル開業 60 周年記念〉 

ベーカリー工場の外壁に鹿児島高等学校 美術部が制作した絵画を展示 

除幕式のご案内 

【日時】2023 年 3 月 31 日（金）14：00～14：30 

【場所】西側地下駐車場エリア(ベーカリー工場外壁） 

 SHIROYAMA HOTEL kagoshima（城山観光株式会社／所在地：鹿児島市／代表取締役社長：東 清三郎）

は、開業 60 周年事業の一環として、鹿児島高等学校の美術部に制作を依頼した 2 枚の絵画を、地下にある

ベーカリー工場外壁に設置いたします。その完成除幕式を 2023 年 3月 31日(金)に実施いたします。 

 1984 年に創設以来、日々焼き立てのパンを生み出してきたベーカリー工場は、より安心  安全な商品をお

届けするために 2022 年にエアシャワー新設、包装室の整備を含めた改装を行い、衛生管理を徹底いたしま

した。これに続き、ホテル開業 60 周年を迎える本年に、工場が位置する地下駐車場エリアを明るい空間に生

まれ変わらせたいと、絵画設置を企画。かねてより商品開発を共同で行ってきた鹿児島高等学校の、今回は

美術部(4名)に 2022 年制作を依頼し快く引き受けていただきました。美術部の皆さんは授業や部活の合間で

着々と制作に励み、半年の月日を費やし完成に至りました。地下駐車場エリアを明るい空間に変え、ゲスト

の目を楽しませる絵画 2枚のお披露目となる除幕式を実施いたします。 

■除幕式 概要 

【日時】2023 年 3月 31日(金) 14:00～14:30 

【場所】西側地下駐車場エリア(ベーカリー工場外壁） 

【作品タイトル サイズ】「小麦から見た文化」(約 1.6ｍ×6ｍ)「パンができるまで」(約 1.6ｍ×３ｍ) 

【式次第】 

１．開会の挨拶 ４．除幕 

２．主催者挨拶 ５．写真撮影 

３．絵画説明 制作経緯 作品への思い ６. 閉会の挨拶 

Press Release 

(上)絵画タイトル 「小麦

から見た文化」 

(左下) 「パンができるま

で」 

(右下)パン工場外壁の

絵画設置予定面 

 



■鹿児島高等学校美術部の取り組み ～制作過程・思い～ 

 制作に入るにあたり、まずは今回のテーマである「パン」について学び、その歴史的バックグラウンドを

理解することから取り組みました。美術史を辿ると小麦やパンを題材にした絵画、例えば「ダヴィンチの

‘最後の晩餐’」「ミレイの‘落穂拾い’」「モネの‘積みわら’」「ゴッホの‘種まく人’」などがあります。こうした

絵画の背景を生徒自身が深掘りすることで、小麦を取り巻く歴史や文化を学び、作品へのインスピレーショ

ンを得ることができました。そのうえで４名の生徒が協議し、それぞれのタイトルを決め、キャンパスに描

き出していきました。あえて人物の目 鼻 口を描かず、細かい描写を控え、抽象的な描写に挑んだのは、

想像力をかきたてながら鑑賞してほしいという思いからです。 

 制作から完成まで約６か月を費やし、各生徒が描き上げた作品をデータ化し配置を考え、「小麦から見る

文化」「パンができるまで」の２枚の大きな作品にまとめて完成させました。制作活動を通して生徒たち

は、お互いが調べてきた内容や作画法を話し合う意義や楽しさを学び、それぞれの作品が組み合わさり、大

きな一つの作品として完成した達成感を得ることができました。 

【制作者】 

  冨岡 紅羽／竹屋 遼／昇 花月／迫 千陽 

【受賞歴】 

〈令和 2年度〉 第 71 回鹿児島県高校美術展 KTS 鹿児島テレビ賞 優秀賞 ほか 

 第 13 回南日本ジュニア美術展 昴賞 優秀賞 

〈令和 1年度〉 第 4回鹿児島県高校＆桷志田 壺アート展 ユニークデザイン賞 審査員特別賞 

 第 12 回南日本ジュニア美術展 佳作 

 

 

 

 

■SHIROYAMA HOTEL kagoshima×鹿児島高等学校 

 鹿児島高等学校とSHIROYAMA HOTEL kagoshimaは、SDGｓ取り組みの一貫として、地域社会での共生や食

品ロスの削減、「作る責任、使う責任」を担うことを目的とし、パンの共同開発 販売を行って２年目を迎えま

す。今回の絵画作品提供を通して、高校生により身近にホテルを感じていただき、互いに思いを伝え合い、未来

を担う若者の作品を地域へ発信していく機会を頂きました。今後も生まれ変わったこのエリアが、地域文化を発

信し続けお客様に楽しんでいただける場になるよう努めてまいります。 

 

 

 

 

 

      

【報道関係者様からの本リリースに関するお問い合わせ】 

SHIROYAMA HOTEL kagoshima  https://www.shiroyama-g.co.jp/ 

〒890-8586 鹿児島市新照院町41-1 TEL:099-224-2212  FAX:099-224-6686 

マーケティング部  大羽/岡田 E-mail：a-ohba@shiroyama-g.co.jp, okada@shiroyama-g.co.jp 

鹿児島高等学校とは 

2023 年に創立 100 周年を迎え、鹿児島県最大級の高校として多くの人材を育成し、地域社会発展に貢献。「1530 色の青

春～1人 1人の個性と１つ１つの可能性１日１日大切に育みたい～」をコンセプトに掲げ、これまで以上に夢を実現でき

る場所として幅広く信頼される学校を目指す。 

 

SHIROYAMA HOTEL kagoshima ベーカリーとは  

ホテルの地下にあるベーカリー工場で約 80 種類のパンを製作。ロングセラーのフラワーパン、たっぷり入った果肉が人

気のアップルパイ、鹿児島の水  塩  黒糖を生かした高級食パンなど。熟練の手仕事とお客様の幸せを願う想いで、日々、

焼き立てのおいしさをお届けしている。〈販売店舗〉メゾン ド ファヴール、鹿児島中央駅店、山形屋店、ほあん堂、オ

ンラインショップ。 

 

 


